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平成28年度決算を  認定 認定
  教育委員に小林浩行氏

　

平
成　

年
第
4
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開

29

14

11

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
監
査
委
員
か
ら
決
算

審
査
の
報
告
を
受
け
、
同
意
案
件
を
採
決
、
発
議
案
件
の
趣
旨
説
明
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
第
3
日
目
に
行
わ
れ
、
3
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

第
4
日
目
に
平
成　

年
度
決
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
第
5
日
目
に
平

28

成　

年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
決
算
審
査
を
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
第
9

28
日
目
ま
で
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
平
成　

年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

28

平
成　

年
第
4
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

29

第第第第第第第第第第 4444444444第 4 回回回回回回回回回回回
芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議芳賀町議会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例定 例 会会会会会会会会会会会

定 例 会 の
概 要

報報　

告告

同同　

意意

□
芳
賀
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

　

平
成　

年　

月　

日
付
け
を

29

10

31

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
関
本
一

雄
氏（
上
延
生
）を
引
き
続
き
最

適
任
者
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

を
議
員
全
員
が
同
意
し
ま
し
た
。

□
芳
賀
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
付
け
を

29

10

31

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

両
法
人
の
経
営
状
況
を
説
明

す
る
た
め
、
平
成　

年
度
の
事

28

業
実
績
及
び
決
算
を
報
告
す
る

も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、
小

林
一
男
議
員
、
水
沼
孝
夫
議
員

□
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比

28

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報

告
す
る
も
の
。

（
質
疑
な
し
）

条条　

例例

□
芳
賀
町
附
属
機
関
に
関
す
る

契契　

約約

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
平
成　

年
度
芳
賀
高

29

跡
地
整
備
事
業
道
路
整
備
工

事
（
分
割
1
号
））

○
契
約
金
額

　

5
8
3
2
万
円

○
契
約
相
手
方

　

芳
賀
町
大
字
祖
母
井
7
9
7

▲関本一雄氏

番
地
9

　

株
式
会
社
交
建

　

代
表
取
締
役　

小
出
利
幸

質
疑　

小
林
一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
平
成　

年
度
芳
賀
高

29

跡
地
整
備
事
業
道
路
整
備
工

事
（
分
割
2
号
））

○
契
約
金
額

　

6
0
2
6
万
4
千
円

○
契
約
相
手
方

　

芳
賀
町
大
字
祖
母
井
7
6
3

番
地
3

　

株
式
会
社
小
金
建
設

　

代
表
取
締
役　

小
金
幹
典

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可

決
）

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
小
林
浩

行
氏（
西
水
沼
）を
引
き
続
き
最

適
任
者
と
し
て
任
命
す
る
こ
と

を
議
員
全
員
が
同
意
し
ま
し
た
。▲小林浩行氏

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
障

害
者
計
画
等
を
策
定
す
る
に
当

た
り
、
芳
賀
町
障
害
者
計
画
等

審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可

決
）



3　No.166 議会だよりはが

平成28年度決算を  認定平成28年度決算を  
固定資産評価審査委員に関本一雄氏、  

補
正
予

補
正
予
算算

平成28年度各会計決算の状況

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

29

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

総
額
に
9
7
5
万
6
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
4

73

9
9
4
万
1
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

岩
村
治
雄
議
員
、
増
渕

さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

29

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

総
額
に
1
1
2
6
万
2
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
23

3
5
2
6
万
2
千
円
と
す
る
も

の
。

質
疑　

小
林
俊
夫
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
工
業
団
地

29

排
水
処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

総
額
に
6
2
9
万
6
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
5
6
3

9
万
6
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

小
林
隆
志
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

29

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
5

2
6
0
万
3
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を　

億
3
3
6
0
万

14

3
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

小
林
俊
夫
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

歳入　８２億９,３２３万円 歳出　７８億１,４７７万円

歳入

町税
45億8,773万円
（55.3%）

町税
45億8,773万円
（55.3%）

町税
45億8,773万円
（55.3%）

繰越金
6億2,085万円（7.5%）
繰越金
6億2,085万円（7.5%）
繰越金
6億2,085万円（7.5%）

繰入金
2億4,229万円
（2.9%）

繰入金
2億4,229万円
（2.9%）

繰入金
2億4,229万円
（2.9%）

その他
（自主財源）
2億4,721万円
（3.0%）

その他
（自主財源）
2億4,721万円
（3.0%）

その他
（自主財源）
2億4,721万円
（3.0%）

その他（依存財源）
6億5,857万円（7.9%）
その他（依存財源）
6億5,857万円（7.9%）
その他（依存財源）
6億5,857万円（7.9%）

県支出金
8億8,485万円
（10.7%）

県支出金
8億8,485万円
（10.7%）

県支出金
8億8,485万円
（10.7%）

国庫支出金
7億2,885万円
（8.8%）

国庫支出金
7億2,885万円
（8.8%）

国庫支出金
7億2,885万円
（8.8%）

町債
2億1,370万円（2.6%）
町債
2億1,370万円（2.6%）
町債
2億1,370万円（2.6%）

地方交付税
1億918万円（1.3%）
地方交付税
1億918万円（1.3%）
地方交付税
1億918万円（1.3%）

自主財源
（68.7%）
自主財源
（68.7%）
自主財源
（68.7%）

依存
財源
依存
財源
依存
財源

歳出

民生費
21億9,485万円
（28.1%）

民生費
21億9,485万円
（28.1%）

民生費
21億9,485万円
（28.1%）

総務費
13億4,155万円
（17.2%）

総務費
13億4,155万円
（17.2%）

総務費
13億4,155万円
（17.2%）

土木費
10億101万円（12.8%）
土木費
10億101万円（12.8%）
土木費
10億101万円（12.8%）

教育費
8億3,535万円
（10.7%）

教育費
8億3,535万円
（10.7%）

教育費
8億3,535万円
（10.7%）

農林水産
業費
7億7,881万円
（10.0%）

農林水産
業費
7億7,881万円
（10.0%）

農林水産
業費
7億7,881万円
（10.0%）

衛生費
5億8,159万円
（7.4%）

衛生費
5億8,159万円
（7.4%）

衛生費
5億8,159万円
（7.4%）

公債費
4億3,434万円
（5.6%）

公債費
4億3,434万円
（5.6%）

公債費
4億3,434万円
（5.6%）

その他
（消防費、商工費、議会費等）
6億4,727万円（8.2%）

その他
（消防費、商工費、議会費等）
6億4,727万円（8.2%）

その他
（消防費、商工費、議会費等）
6億4,727万円（8.2%）

（31.3%）（31.3%）（31.3%）

認認　

定定

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

28

計
、
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
芳
賀
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
、
芳
賀
町
介

護
保
険
特
別
会
計
、
芳
賀
町

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

芳
賀
町
祖
母
井
南
部
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
町
宅
地
造
成
事
業
特
別
会

計
及
び
芳
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
は
、
第
6
次
芳

28

賀
町
振
興
計
画
の
初
年
度
で
し

た
。
町
で
は
、「
躍
動
す
る
芳

賀
の
町　

未
来
に
つ
な
げ
よ

う
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
便
利

を
つ
な
げ
る
」「
教
育
を
つ
な
げ

る
」「
話
題
を
つ
な
げ
る
」「
笑

顔
を
つ
な
げ
る
」「
地
域
を
つ
な

げ
る
」
の
5
つ
の
分
野
を
設
定

し
、
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

歳出歳入会計別

78億1,477万2千円82億9,323万4千円一般会計

21億9,943万5千円23億6,482万0千円国民健康保険特別会計

1億8,408万1千円1億9,417万2千円農業集落排水事業特別会計

7,615万7千円8,006万9千円芳賀工業団地排水処理センター特別会計

13億1,602万8千円13億7,986万6千円保険事業勘定介護保険

特別会計 1,250万9千円1,378万6千円介護サービス事業勘定

2億6,510万3千円2億8,359万3千円公共下水道事業特別会計

6,238万8千円6,336万1千円祖母井南部土地区画整理事業特別会計

4,014万3千円4,110万5千円宅地造成事業特別会計

1億3,584万6千円1億4,116万4千円後期高齢者医療特別会計

121億646万2千円128億5,517万0千円計

一般会計決算の状況

意意　

見見

□
軌
道
敷
設
工
事
施
行
認
可
申

請
に
係
る
道
路
管
理
者
の
意

見
に
つ
い
て

　

栃
木
県
知
事
か
ら
軌
道
敷
設

工
事
施
行
認
可
申
請
に
係
る
道

路
管
理
者
と
し
て
意
見
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
議
員

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。
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本
町
の
財
政
は
、
比
較
的
健
全
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
各
種

事
業
な
ど
歳
出
に
つ
い
て
も
、
計
数
的
な
過
誤
も
な
く
、
適
切

で
誠
実
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
6
次
芳
賀
町
振

興
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
平
成　

年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

28

も
概
ね
計
画
ど
お
り
良
好
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
平
成　

年
度
単
年
度
財
政
力
指
数
は
1
・　
 
、
健
全

28

024

化
判
断
比
率
は
、
実
質
公
債
費
比
率
3
・
0
％
、
そ
の
他
の
判

断
比
率
は
該
当
な
し
。
資
金
不
足
比
率
も
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
自
主
財
源
比
率
は　

・
7
％
で
す
。

68

　

財
政
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
2
・

5
％
増
の
約　

億
8
7
7
3
万
円
の
収
納
と
な
り
ま
し
た
。
今

45

後
は
、
大
型
事
業
の
計
画
も
あ
り
、
財
源
の
確
保
は
不
可
欠
な

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
人
口
減
少
社
会
の
進
展
や
社
会
情
勢

▲樋田貞夫代表監査委員▲水沼孝夫監査委員

の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
財
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
生
活
基
盤
と
な
る
道
路
・
橋
り
ょ
う
、
ま
た
老
朽
化
し
た
施
設
な
ど
の
整
備
改
修

に
つ
い
て
も
計
画
的
な
財
政
運
営
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

　

借
金
で
あ
る
本
町
の
地
方
債
の
残
高
は
、
一
般
会
計
と
4
つ
の
特
別
会
計
で
、
約　

億
1
8
9
1

54

万
円
で
、
年
々
計
画
的
な
減
少
が
見
ら
れ
、
執
行
部
の
運
営
の
姿
勢
と
努
力
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
引
き
続
き
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
健
全
な
運
営
に
併
せ
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や

財
政
の
拡
大
に
つ
な
が
る
必
要
な
投
資
は
、
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
、
後
世
へ
の
負
担
軽
減
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
執
行
も
健
全
財
政
を
堅
持
さ
れ
た
町
政
経
営
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま

28

す
。
平
成　

年
度
に
引
き
続
き
平
成　

年
度
も
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
り
ま
し
た
が
、
財

28

29

政
的
に
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
新
た
な
財
源
確
保
の
施
策
を
講
じ
る
な
ど
歳

入
の
確
保
に
努
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

監
査
委
員
意
見

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

平成28年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）
町民一人あたり※金額項目

約16万3千円25億8,682万8千円町債残高

約16万円25億4,411万5千円基金残高

教育をつなげる
認定こども園整備のための補助

決算額：2億842万円

話題をつなげる
芳賀町産農産物ブランド化の推進

決算額：434万円

地域をつなげる
消防団詰所改修工事

決算額：648万円

笑顔をつなげる
芳賀赤十字病院建設費補助

決算額：3,641万円

※平成29年3月31日の人口15,877人で算出。
　千円未満は四捨五入。

5つの
「つなげる」の
主な事業

便利をつなげる
LRT整備の推進

（用地測量・環境調査など）

決算額：1億3,630万円
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平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222228888888888年年年年年年年年年年平成28年度度度度度度度度度度度

決決決決決決決決決決 算算算算算算算算算算決 算 ののののののののののの
主主主主主主主主主主 なななななななななな 質質質質質質質質質質主 な 質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

増
渕
さ
つ
き　

議
員

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
が

平
成　

年
度
で
終
了
と

28

な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
何
人
の

中
学
生
を
派
遣
し
、
ど
う
い
っ

た
経
緯
で
終
了
と
な
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

中
学

生
の
派
遣
は　

回
、
累
計

22

で
3
7
9
人
で
す
。
終
了
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
生
徒
全

体
に
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
難

し
い
こ
と
、
個
人
負
担
も
あ
る

の
で
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
子

が
応
募
し
づ
ら
い
こ
と
、
国
際

情
勢
の
状
況
も
あ
っ
て
生
徒
の

安
全
確
保
を
考
慮
し
た
も
の
で

す
。

大
根
田
周
平　

議
員

農
業
担
い
手
育
成
支
援
費

の
不
用
額
5
0
0
万
円
の

理
由
は
。

農
政
課
長　

施
設
園
芸
ハ

ウ
ス
設
置
事
業
費
補
助
金

の
申
請
を
予
定
し
て
い
た
も
の

を
待
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
年

度
末
申
請
に
至
ら
ず
、
1
件
の

申
請
の
み
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

水
沼
孝
夫　

議
員

給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

比
率
が
下
が
っ
て
き
て
い

る
が
。こ

ど
も
育
成
課
長　

生
産

者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

町
内
か
ら
の
納
入
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

道
の
駅
に
農
産
物
を
集
め
そ
こ

か
ら
学
校
給
食
に
提
供
す
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
現
在
構
築
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
農
政
課
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

岡
田
年
弘　

議
員

農
地
集
積
支
援
事
業
費
の

交
付
金
の
内
容
、
実
績
に

つ
い
て
問
う
。

農
政
課
長　

町
土
地
改
良

区
北
部
第
1
地
区
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
農
地
中
間
管
理
事

業
の
中
の
地
域
集
積
協
力
金
と

い
う
交
付
金
で
す
。
1
7
1
人

に
合
計
2
6
5
2
万
円
の
支
出

を
し
て
い
ま
す
。
面
積
は　

・
176

3
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
県
最
大
の
面

積
で
す
。

岩
村
治
雄　

議
員

町
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い

て
、
欠
損
理
由
を
問
う
。

税
務
課
長　

5
年
時
効
に

よ
っ
て
欠
損
処
理
し
た
も

の
、
も
う
ひ
と
つ
は
滞
納
処
分

す
る
財
産
が
な
い
、
又
は
不
明

な
も
の
、
生
活
が
著
し
く
窮
迫

し
て
生
活
保
護
に
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
執
行
停
止
を
か

け
た
後
、
3
年
間
そ
の
よ
う
な

状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は

欠
損
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

小
林
一
男　

議
員

家
屋
敷
課
税
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
芳
賀
町
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
問
う
。

税
務
課
長　

芳
賀
町
に
住

ん
で
い
な
く
て
も
家
屋
敷

を
有
し
て
い
る
限
り
行
政
上
の

施
策
に
よ
っ
て
防
犯
防
災
、
環

境
衛
生
、
消
防
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い
る
と

い
う
概
念
か
ら
町
民
に
準
じ
た

立
場
と
い
う
こ
と
で
、
町
県
民

税
の
均
等
割
分
を
課
税
す
る
も

の
で
す
。
芳
賀
町
で
は　

月
中

10

に
対
象
者
を
確
定
し
、
納
付
書

を
発
布
す
る
予
定
で
す
。

小
林
信
二　

議
員

祖
母
井
南
部
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
の
保
留

地
処
分
収
入
、
宅
地
造
成
事
業

特
別
会
計
の
土
地
売
払
収
入
の

内
容
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
計
画
課
長　

保
留
地

処
分
収
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
道
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
あ

る　

・
2
㎡
の
土
地
の
売
却
収

329
入
で
す
。
土
地
売
払
収
入
に
つ

い
て
は
、
県
道
バ
イ
パ
ス
沿
い

の　

・
8
㎡
と
真
岡
信
用
組
合

289
隣
接
の　

・
2
㎡
の
土
地
の
売

412

却
収
入
で
す
。

杉
田
貞
一
郎　

議
員

ス
ポ
ー
ツ
教
室
運
営
費
の

報
酬
の
不
用
額
に
つ
い
て

内
容
を
問
う
。

生
涯
学
習
課
長　

今
ま
で

要
請
が
多
か
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
出
前
講
座
、

教
室
の
実
施
が
少
な
か
っ
た
こ

と
、
天
候
不
良
に
よ
る
教
室
の

中
止
が
あ
っ
た
こ
と
、
当
初
の

計
画
よ
り
開
催
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
教
室
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

小
林
俊
夫　

議
員

　

戦
略
的
果
樹
産
地
拡
大

支
援
事
業
と
梨
栽
培
拡
大

事
業
に
つ
い
て
あ
と
何
年
く
ら

い
継
続
す
る
の
か
。

農
政
課
長　

戦
略
的
果
樹

産
地
拡
大
支
援
事
業
は
、

最
先
端
の
技
術
を
使
っ
た
ジ
ョ

イ
ン
ト
栽
培
な
ど
を
支
援
す
る

県
の
事
業
で
す
が
、
平
成　

年
29

度
、　

年
度
も
継
続
予
定
で
あ

30

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
梨
栽
培

拡
大
事
業
は
町
単
独
の
事
業
で
、

3
年
間
の
継
続
事
業
と
い
う
こ

と
で
生
産
者
に
も
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答問

答問答 問答

問答問答

問答問答

問

答

14 

石　

川

13 

大　

島

12 

小
林（
信
）

11 

小
林（
隆
）

6 

小
林（
一
）

7 

増　

渕

8 

小
林（
俊
）

9 

岩　

村

10 

杉　

田

1 

岡　

田

2 

大
根
田（
周
）

3 

大
根
田（
弘
）

4 

水　

沼

5 

北　

條

※数字は議席の番号です
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常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算審審審審審審審審審審常任委員会決算審査査査査査査査査査査査
　総務・教育民生・産業建設常任委員会は9月8日から12日まで、平成28年度一般会計及び特別会計決算の書類審査
と現地調査を行いました。
　各委員会は、9月14日の本会議において決算を認定とする審査報告をしました。

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
）

11

総
務
課
、
企
画
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、
議
会
事
務

局
、
監
査
委
員
事
務
局

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

役
場
庁
舎
、
東
高
橋
消
防
セ
ン
タ
ー
、
エ
コ
フ
ォ
レ

ス
ト
（
最
終
処
分
場
）

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
現
在
、
町
内
各
地
域
の
消
火
栓
に
「
ホ
ー
ス
格
納

箱
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
設
置
か
ら　

年
以

20

上
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り
、

老
朽
化
し
た
消
火
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
と
破
裂
や

漏
水
の
恐
れ
が
あ
り
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
今
後
、

そ
の
必
要
性
と
管
理
責
任
を
明
確
に
し
、
更
な
る

地
域
防
災
の
安
全
・
安
心
を
推
進
し
万
全
を
期
さ

れ
た
い
。

②
庁
舎
内
の
光
熱
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
空
調

設
備
の
改
修
に
よ
り
効
果
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
今
後
、
更
に
光
熱
費
を
改
善
す
る
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
に
高
い
ア
ン
テ
ナ
を
持
ち
、
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
努
力
を
怠
ら
ず
、
最
善
の
効
果
を

出
す
こ
と
に
努
め
ら
れ
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

▲審査の様子

▲現地調査（役場庁舎）

□
書
類
審
査
（
9
月
8
日
、　

日
）

11

住
民
課
、
健
康
増
進
課
、
福
祉
対
策
課
、
環
境
対
策

課
、
こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

の
ぶ
幼
稚
園
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
は
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
、
は
が
の
杜
、
エ
コ
フ
ォ
レ
ス
ト
（
最
終
処
分
場
）

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
健
康
づ
く
り
事
業
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
運
動
教

室
は
、
平
成　

年　

月
に
始
ま
り
、
参
加
者
数
等

25

10

の
実
績
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
参
加
者
の
意

欲
も
高
い
。
一
方
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、
各
地
域
に
お
け
る
自
主
活
動

団
体
数
を
増
や
す
方
策
も
検
討
さ
れ
た
い
。

②
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は
、
平
成
7
年
度
か
ら
平

成　

年
度
ま
で
の　

年
間
、
3
7
9
人
も
の
中
学

28

22

生
を
海
外
へ
派
遣
し
て
き
た
。
平
成　

年
度
、
事

28

業
の
最
終
年
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

検
証
し
、
語
学
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
国
際
理

解
教
育
、
国
際
交
流
教
育
の
推
進
の
た
め
に
も
再

考
さ
れ
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▲審査の様子

▲現地調査（はがの杜）

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
）

11

農
政
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

打
越
新
田
地
区
ほ
場
、
か
し
の
森
公
園
周
辺
、
大
塚
・

鷺
の
谷
線
、
下
高
根
沢
地
内
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
、

芳
賀
高
跡
地
周
辺

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

　

芳
賀
町
第
6
次
振
興
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
L
R
T
整
備
や
祖
母
井
中
部
・

北
部
地
区
整
備
、
芳
賀
高
跡
地
周
辺
宅
地
整
備
、
工

業
団
地
拡
張
、
北
部
第
2
地
区
再
ほ
場
整
備
事
業
な

ど
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
芳
賀

高
跡
地
周
辺
地
区
は
、
町
内
工
業
団
地
就
業
者
等
の

住
宅
需
要
に
対
応
し
た
良
好
な
住
宅
団
地
「
祖
陽
が

丘
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
定
住
促
進
策
と
し
て
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い
工
事
完
成
、
分

譲
開
始
が
重
要
で
あ
る
。
組
織
横
断
的
な
体
制
や
人

員
配
置
に
つ
い
て
考
慮
し
、
周
辺
環
境
に
も
配
慮
し

た
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲審査の様子

▲現地調査（かしの森公園周辺）
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一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
3人の議員が一般質問3人の議員が一般質問

　第3日目に一般質問が行われ、　 人の議員が町政について質問しました。3

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

一般質問とは
〈次回の定例会は12月1日からの予定です〉

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －
会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から

小林　一男 議員（8ページ）
１　道の駅について

増渕　さつき 議員（9ページ）
１　介護予防・日常生活支援総合事業について
２　子どもの貧困対策について

北條　勲 議員（10ページ）
１　芳賀町浪漫太鼓について
２　熱中症対策について
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温
泉
と
一
体
と
な
っ
た
活

性
化
策
に
つ
い
て

町
長　

便
利
を
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り
の
手
段
で
あ

る
L
R
T
整
備
事
業
が
完
成
す

る
平
成　

年
春
を
目
標
に
、
ロ

34

マ
ン
の
湯
を
含
む
道
の
駅
全
体

が
、
経
営
面
や
施
設
が
変
わ
っ

た
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う

5
カ
年
の
計
画
を
立
て
実
行
し

て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
と
温
泉
の
将
来
の

具
体
像
は
。

町
長　

道
の
駅
を
拠
点
と

し
た
回
遊
、
近
隣
を
散
策

で
き
る
場
所
と
し
て
差
別
化
し

て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、

遊
水
地
に
桜
堤
や
水
辺
公
園
を

整
備
し
、
北
部
第
2
地
区
土
地

改
良
の
中
で
農
家
の
み
な
さ
ん

の
理
解
を
得
た
上
で
特
別
減
歩

に
よ
っ
て
非
農
用
地
を
設
定
し
、

遊
歩
道
と
し
て
遊
水
地
ま
で
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
散
歩
し

た
後
、
温

泉
に
入
る

よ
う
な
地

域
整
備
を

考
え
て
い

ま
す
。

町
長　

町
内
産
特
産
品
開

発
の
拠
点
と
な
る
加
工
施

設
を
整
備
し
、
品
数
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

物
産
館
に
お
け
る
町
内
産

の
割
合
は
。

商
工
観
光
課
長　

全
体
の

売
り
上
げ
が
約
9
8
0
0

万
円
、
う
ち
町
内
産
は
約
8
0

0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
工
所
を
作
る
前
に
、
テ

ナ
ン
ト
の
厨
房
を
利
用
で

き
な
い
か
。

農
政
課
長　

小
さ
な
拠
点

づ
く
り
事
業
の
中
で
、
レ

シ
ピ
の
開
発
や
商
品
開
発
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
が
、
保
健
所

と
も
調
整
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

物
産
館
の
中
で
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
の
不
用

品
売
買
の
仲
介
は
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

近
隣
の

事
例
を
参
考
に
し
て
、
幹

事
会
や
経
営
会
議
、
取
締
役
に

も
伝
え
実
施
に
向
け
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

道
の
駅
に
つ
い
て

L
R
T
整
備
事
業
が
完
成
す
る
平
成　

年
度
を
目
標
に

34

　

芳
賀
茂
木
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
、市
貝
町
に
も
道
の
駅
が
で

き
、当
町
道
の
駅
は
こ
れ
ま
で
の

立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
道
の
駅
か

ら
、お
客
様
が
目
指
し
て
来
て

い
た
だ
け
る
道
の
駅
に
変
わ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
迎
え
入
れ
、

こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
は
が
の
将

来
像
を
ど
う
描
き
、自
立
永
続

さ
せ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の

期
待
と
役
割
に
つ
い
て

町
長　

8
月
1
日
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
矢
野
晴

美
さ
ん
を
採
用
し
ま
し
た
。
矢

野
さ
ん
に
は
、
都
内
飲
食
店
な

ど
に
勤
務
し
た
経
験
を
活
か
し
、

新
し
い
感
性
と
外
か
ら
の
視
点

を
持
っ
て
道
の
駅
を
盛
り
上
げ

る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
や
テ
ナ
ン
ト

と
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置

で
接
し
て
い
く
の
か
。

農
政
課
長　

各
生
産
者
代

表
の
幹
事
会
と
各
部
会
会

長
の
運
営
委
員
会
に
参
加
し
情

報
交
換
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
た
感
性
の

反
映
に
指
定
管
理
者
も
期
待
し

て
い
る
よ
う
で
す
。 小林　一男　議員

問

答

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

問

▲道の駅はが

売
り
上
げ
が
減
少
す
る
農
産

物
直
売
所
の
現
状
打
開
策
は
。

町
長　

今
年
度
、
県
の
補

助
事
業
「
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
事
業
」
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
学
校
給

食
や
工
業
団
地
立
地
企
業
の
食

堂
、
町
内
外
の
食
堂
や
福
祉
施

設
な
ど
に
農
産
物
を
供
給
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業

の
詳
細
は
。

農
政
課
長　

ソ
フ
ト
事
業

プ
ラ
ン
策
定
は
県
か
ら　

、
1/2

ハ
ー
ド
事
業
は　

の
補
助
と
な

4/10

り
、
今
年
度
か
ら
利
活
用
す
る

予
定
で
す
。

当
町
の
学
校
給
食
食
材
は

循
環
シ
ス
テ
ム
が
長
年
担
っ

て
き
た
が
、
農
産
物
直
売
所
と

一
体
と
な
っ
た
活
動
と
す
れ
ば
安

定
供
給
に
寄
与
す
る
の
で
は
。

農
政
課
長　

農
産
物
直
売

所
の
限
ら
れ
た
面
積
の
中

で
の
売
り
上
げ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

協
調
し
て
売
り
上
げ
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

町
内
産
が
少
な
く
、
役
割
の

曖
昧
な
物
産
館
の
改
善
は
。

問答

問

答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問

答

答
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一 般 質 問

増渕　さつき　議員

2
0
1
5
年
の
介
護
保
険

改
正
に
よ
っ
て
市
町
村
に

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
新
し

い
「
総
合
事
業
」
は
介
護
保
険

の
予
防
給
付
と
は
別
枠
の
地
域

支
援
事
業
と
し
て
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
た
新
し
い
「
総
合

事
業
」
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

本
町
で
も
本
年
4
月
か
ら
の
導

入
と
な
り
ま
し
た
が
、
従
来
と

変
わ
っ
た
点
を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長　

サ
ー
ビ
ス
内
容
に

つ
い
て
は
、
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
と
も
給
付
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
要
支
援
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
町
の
事
業
に
移
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
者
に
と
り
ま
し
て
は
大
き

く
変
わ
っ
た
と
い
う
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
は
4
時
間
程
度

と
し
て
い
ま
す
が
、
送
迎
の
関

係
で
こ
れ
ま
で
と
同
じ
時
間
で

運
用
し
て
い
る
事
業
所
が
多
い

現
状
で
す
。

　

費
用
の
額
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
要
支
援
1
の
給
付
費

用
か
ら
処
遇
改
善
加
算
等
の
加

算
分
を
除
い
た
金
額
で
設
定
し

て
お
り
、
自
己
負
担
金
は
所
得

に
よ
り
費
用
額
の
1
割
ま
た
は

2
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
事
業
利
用
相
談
者
に

対
し
て
の
窓
口
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

申
し
込
み
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
、
介
護
保
険
係
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
係
が
窓
口
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
継
続

利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、
給
付

か
ら
事
業
に
認
定
が
変
更
さ
れ

る
方
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
係
が
個
別
訪
問
し
て
説
明

を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
事
業
の
利
用
見
込
み

件
数
は
。

町
長　

本
年
度
は
移
行
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

認
定
更
新
の
時
に
給
付
か
ら
事

業
に
移
行
す
る
場
合
と
、
新
規

に
事
業
の
利
用
を
開
始
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
7
月
末
現
在

の
総
合
事
業
の
利
用
者
は
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
9
人
、
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
は　

人
で
、
実
人
数

21

は　

人
で
す
。
今
後
、
給
付
か

29
ら
事
業
に
移
行
す
る
方
が
さ
ら

に
増
え
ま
す
の
で
、
年
度
末
に

は
1
0
0
人
弱
に
な
る
見
込
み

で
す
。多

様
な
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の

他
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
内
容
の
検
討
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

今
年
度
は
第
七
期

介
護
保
険
計
画
策
定
の
た

め
に
高
齢
者
4
7
1
4
人
中
、

5
0
0
人
の
方
に
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
（
回
答
率　
78

％
）。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
で
は
、
高
齢
者
へ

の
訪
問
等
に
よ
り
、
高
齢
者
の

日
常
生
活
の
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
と
地
域

福
祉
関
係
組
織
の
代
表
者
等
で

構
成
す
る
生
活
支
援
協
議
体
の

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
本
町
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

現
在
開
講
中
の
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

修
了
生
を
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

地
域
で
の
支
え
あ

い
活
動
を
進
め
て
い
く
う

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

新
し
い
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

町
の
取
り
組
み
は

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

え
で
必
要
な
地
域
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
担
い
手
と
し

て
活
動
い
た
だ
け
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

度
は
7
回
の
講
座
を
開
講
す
る

予
定
で
す
。
支
援
が
必
要
と

な
っ
た
方
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
の
構
築
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が　

歳
以
上

75

と
な
る
2
0
2
5
年
に
向

け
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
構
築
の
た
め
の
町
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　

平
成　

年
3
月　

30

31

日
ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
地

域
支
援
事
業
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　

他
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

問答

問答問答

問答問答

問答

▲生活支援サポーター養成講座の様子
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平
成　

年
に
国
内
最
高
気

25

温
が　

度
に
更
新
さ
れ
ま

41

し
た
。
今
で
は
熱
中
症
対
策
は

命
を
守
る
大
事
な
取
り
組
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

1
、
保
育
園
及
び
小
中
学
校
で

過
去
3
年
間
に
熱
中
症
と

思
わ
れ
る
人
数
は
。

2
、
こ
こ
数
年
、
自
治
体
で
は

暑
さ
対
策
と
し
て
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
と
は
、
水
道
水

を
霧
状
に
し
て
散
布
し
、

そ
の
気
化
熱
で
周
辺
の
気

温
を
下
げ
る
も
の
で
す
。

保
育
園
及
び
小
中
学
校
に

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

保
育
園
及
び
小

中
学
校
の
全
施
設
と
も
空

調
設
備
を
完
備
し
て
お
り
、
適

切
な
温
度
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
健
体
育
や
部
活

動
等
の
野
外
活
動
に
お
い
て
も
、

適
切
な
休
憩
と
小
ま
め
で
早
め

の
水
分
補
給
等
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

1
、
幸
い
過
去
3
年
間
に
お
い

て
熱
中
症
は
発
生
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

2
、
熱
中
症
は
体
温
の
急
上
昇

が
原
因
で
す
。
今
後
も
適

切
な
指
導
を
継
続
し
、
熱

中
症
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
の
必
要

性
や
効
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
育
園
や
小
中
学
校

と
協
議
の
上
検
討
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は　

年
ぶ
り
の

40

長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
で

作
物
は
元
気
に
育
た
な
い
。
人

間
も
太
陽
が
出
て
い
る
と
元
気

に
な
り
ま
す
。
暑
い
時
で
も
屋

外
で
太
陽
に
あ
た
り
、
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
で
体
を
冷
や
し
て
か

ら
屋
内
で
勉
強
す
れ
ば
、
体
力

も
学
力
も
向
上
す
る
と
思
い
ま

す
の
で
設
置
で
き
な
い
か
教
育

長
に
再
度
問
う
。

教
育
長　

ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
は
空
調
設
備
が
な
い
と
こ

ろ
で
す
。
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の

仕
様
書
に
よ
る
と
、
体
感
温
度

は
下
が
り
ま
す
が
体
温
を
下
げ

る
効
果
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
等
で
ぜ
ひ
と
も
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
検

討
し
て
設
置
の
方
向
で
考
え
ま

す
。

芳
賀
町
浪
漫
太
鼓
は
今
年

で　

年
に
な
り
ま
す
。
町

24

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
。
小
中
学
生
を
後
継

者
と
し
て
教
育
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

浪
漫
太
鼓
の
メ

ン
バ
ー
に
は　

人
が
登
録

24

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
人
が　
12

人
、
小
学
生
4
人
、
中
学
生
4

人
、
高
校
生
4
人
で
す
。
郷
土

芸
能
の
後
継
者
を
育
て
る
教
育

に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
音
楽

の
授
業
に
お
い
て
雅
楽
や
お
囃

子
の
鑑
賞
、
演
奏
を
行
っ
た
り
、

琴
の
実
技
の
授
業
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
授
業
以
外
に
お

い
て
も
、
体
育
祭
に
お
い
て
全

校
生
徒
が
行
う
集
団
演
技
は
浪

漫
太
鼓
の
楽
曲
を
用
い
た
演
舞

を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
に

お
い
て
も
地
域
の
太
々
神
楽
の

映
像
を
音
楽
の
鑑
賞
の
時
間
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

取
り
組
み
が
浪
漫
太
鼓
等
の
郷

土
芸
能
の
後
継
者
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。今

後
の
後
継
者
育
成
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

今
後
さ

ら
な
る
会
員
を
た
く
さ
ん

募
集
で
き
る
よ
う
広
報
及
び
各

種
新
聞
等
で
P
R
し
ま
す
。

北條　勲　議員

一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

問答

問答

問答

浪
漫
太
鼓
の
後
継
者
に
小
中
学
生
は

後
継
者
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る

問答

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
は

必
要
性
や
効
果
を
協
議
の
上
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと

野澤　儀之さん
（下延生）

校学小
　今年の4月に娘が芳賀東小学校に入学してから半年が経過しました。保護者として学

校の諸行事に参加してみて、自分が祖母井小学校に通っていた頃を思い出し、いろいろ

と変わってきたことを感じます。

　初めての授業参観日に、私の通っていた当時と同じ教室に入ってまず感じたのは、机

が少なく後ろの空きスペースが大きいことでした。クラスの人数が少ないことを実感し

ました。授業を見学してみると進め方や教材は洗練されており、また日々学校からさま

ざまな情報が発信され、保護者との連絡方法も確立されていて心強いです。

　そして授業終了後は子どもを学童保育で預かってもらっておりますが、おかげで安心

して仕事を行うことができております。

　今後もこのような環境下で、子どもを育てていけることを期待しております。

穐山　拓也さん
（下高根沢）

に業産長成を業農
　私が芳賀町の農家に婿入りし、農業に従事し始めて5年が経ちました。現在も義父と
共同で米麦と大豆を生産しており、面積は約19ヘクタールになります。また、その他に
も1人でスイートコーンやブロッコリー等の露地野菜を栽培・出荷しつつ、町のイベント
への出店で6次産業化にも挑戦中です。しかし町内全体では農家の後継者不足が深刻化
しているだけでなく、一部では票目当てのバラまきとしか思えない補助金もあり、町を
挙げて解決すべき問題が山積していると感じています。
　今後、町の農業を守っていく上で若者の新規参入を促すのは急務です。そのためには
新規就農者が初期投資をする際に、低利子で返済期間や一度の支払額を柔軟に変更でき
る、融資型の補助金を充実させるのもよいと思います。さらに返済実績に応じて次から
利息を減免するのもありでしょう。増税につながるバラまきではなく、先を見据えたサ
ポートこそ必要ではないでしょうか。

荒井　俊夫さん
（西水沼）

ていつに方りあのどな落集
　世の中に「限界集落」という言葉が出て久しい。私の集落も来年には、限界集落の仲
間入りとなる。
　さて、近年高齢化などさまざまな理由で集落や自治会を抜ける家庭も少なくない。
　一方、新たに地域に転入した家庭は集落などには加入せず、名前も分からない人もい
る。
　そのため、地域の祭や農道管理などの共同活動が困難になりつつある。集落の小規模
化や高齢化が進行すれば、集落の機能が停止し、空き家の増加、耕作放棄地の拡大、山
林の荒廃、さらには有害鳥獣の増加など生活に大きな影響が出る。
　町は地域の現状や実情を把握し、地域のあり方を住民に示し、安心して住み続けられ
る政策を進めてほしい。
　未来につなげる町づくりのため、現実を直視した行政運営をお願いしたい。
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議会日誌
８月
　８月１日・NHK巡回ラジオ体操
　８月３日・市町村トップセミナー
　８月５日・ロマン花火２０１７　
　８月９日・芳賀広域行政事務組合出納検査・決算審査
　８月２１日・例月現金出納検査
　　　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　８月２４日・とちぎの道現場検証
　　　　　・栃木県消防防災ヘリ就航式
　８月２５日・議会運営委員会
　８月３０日・芳賀郡市町議会議長会

９月
　９月１日・芳賀郡市町議会議長会定例会
　　　　　・芳賀広域行政事務組合議会定例会
　９月２日・LRTの早期着工を求める市民大会
　９月４日・第４回芳賀町議会定例会（～１４日）
　　　　　・議会広報常任委員会
　９月７日・教育民生常任委員会
　９月９日・芳賀中学校体育祭
　９月１０日・芳賀郡市民体育祭
　９月１４日・議会改革検討委員会
　　　　　・産業建設常任委員会
　９月１６日・小学校運動会
　９月２０日・例月現金出納検査
　　　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　９月２３日・那珂川町新庁舎竣工式
　９月２６日・芳賀中部上水道企業団定例会
　　　　　・芳賀郡中部環境衛生事務組合定例会

１０月
　１０月４日・芳賀広域行政事務組合出納検査
　１０月５日・総務常任委員会行政視察
　　　　　　（～６日　山形県山形市）
　１０月６日・戦没者追悼式
　１０月８日・町民大運動会
　１０月１１日・芳賀郡市正副議長研修
　　　　　　（～１３日　福岡県遠賀町、大分県中津市）
　１０月１６日・産業建設常任委員会行政視察
　　　　　　（～１７日　新潟県見附市）
　１０月１８日・国保運営協議会委員研修
　　　　　・議会広報常任委員会
　１０月１９日・例月現金出納検査
　１０月２０日・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　１０月２４日・議会広報常任委員会
　１０月２５日・県町村議長会・研修会
　　　　　・芳賀北部広域行政推進協議会要望活動
　１０月２６日・教育民生常任委員会行政視察
　　　　　　（～２７日　上三川町、長野県小諸市）
　１０月２７日・シニアクラブスポーツ大会

編
集
室
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9
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議
会
定
例
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で
L
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業
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す
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軌
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敷
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認
可
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す
。
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　皆さまに、議会がより親しまれる身近なものとな
れるよう「議会だより」の表紙を飾る写真を募集し
ます。

テーマ　「元気な芳賀町」
　　　　（人物・風景等は問いません）

応募上の注意
・応募者は町民に限ります。
・プリント（Ｌ版以上）またはデジタルデータのタ
テ型

・編集の都合上、作品のトリミングを行う場合があ
ります。

・撮影者自身に著作権のある未発表、未公開の作品
・被写体が人物の場合は、必ず本人の承諾を得てく
ださい。

・住所、氏名、電話番号のほか、撮影場所、作品の
タイトルを明記してください。

応募締切　平成30年1月12日（金）

議会だよりの表紙写真を募集！

応募先　
芳賀町議会事務局

☎028（677）6023

その他
　採用者には粗品を進呈し

ます。

次号は　月発行予定です。2


